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はしがき

湿地の環境は，そこに特有の種類の植物を生育させ， ii手務全体の ~{I観vt?~II~ Jjf~独特のものと

なる。この現象はラ多くの植物研究者の注目をひき，わがi習にも多くの ~l~l京研究の結束が報

告されている。ところで菅平湿原は， クロピイタヤ，シノくタカエデ，ハナヒョウタンボク，

エゾサンザシ，シキンカラマツ等の稀庄和をすることによって，そのブロラ(¥ヲl守徴はもーく

から注目されているが，湿原植生についての研究は乏しく，植物社会学1'j'>J 5~j也からの総合的

な調査研究は堀2)以外にはうJlられていない。 そこで，長野県植物研究会は，本浪原につし、て

現存植生の解明，植生i玄!の作成，推移と安悶，特殊揺はおの分布状況を献泌として， 1968 

年に総合調査をはじめた。本報では，主として 1968~:1三の調査結果に法き ， r{~; 与 lï'{HI~原の ~1立さ1.=.分

類を中心に述べ，わが国各地から報告されている海原のお1成との比較を通して，このrMJ京の

~;?(:洛学的位置づ、けを試みたい。

本論文の作成に当り，まず外業によって得た資料のとりまとめは，浅野一切，伊藤静夫，

中山政1]，平林国男の 4名が担当し文の執筆は主として浅野が，ちも存植生区!の作成は中iJJ

が当った。でき上った原稿は研究会による検討をおこなった上，伊藤i!iiりミ，治水建美，二i二日:J

)]券義，仁!こliJJiClJ，林一六，:;y林田男の 6名がネn泊三訂正等をおこない，浅野一男が最終稿をfl三成

した。

大分大学の鈴木i時夫博士，横浜国立大学の宮脇IlBI専土には本論文に対し有益な助言を賜わ

り，名古屋大学の高木典雄ドii土には辞類の|可定を頂いた。ここに深く感謝する。また，現地

調査に捺しては，東京教育大菅王子高原生物実験所および!こ林署の御援助を]貰いた。改

めて御礼申しJ二げたし、。

I 調査地の概要

菅平は長野県小県郡真II!I1IJにあって，北京¥t36
0
31'1ぺ東経 138

0
21'10"li付近に位置する

(1玄]1)。菅平全体は，根子岳 (2195Jn)と1m阿111(2333 rn )の南西向き斜面の裾野とそれに

続く盆jむより成っている。この調主主がおこなわれたいわゆる菅平湿原は，標高12507nないし

1310171に当り， この盆地にあって北部から南東に向って長さ約2.7 km， 111m 1 "'-' 2 kmの*-Ill長い

※'i"l;平高原生物実験所業総第14号本研究の--m¥は長野県科学娠興会の昭和43年度助成金による。
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地域をr5めている。その両側からは多くの湧泉が流れ

込み，湿原で合流して 1本ときには数本の)1Iとなって

386 南東に向って流れ，大洞)11の上流となる。現在の湿原

は， Iml;可11)の噴火の際の熔岩流によってこの)I1がせき

止められ湖ができた後， ) 1Iの浸蝕のため再び水位が-¥ご

っ7こことによりできたものと説明されている。

菅平地方の気温と降水量について， 吉野8)による報

告から引用してIZl2に示した。年平均気温 6.3
0
C，年

降水量1121 7l/l7l ， 1愛かさの指数58.3と小さし、。吉野によ

れば，気温は冷涼で北海道とほぼ等しく，降水量はわ

が閣では少ない方に属するという。したがって湿原は

森林市からいえばそミ部;上限からブナ;m:に相当する地帯にあるとみなすことができる。この

ことは堀2)の花粉分析の結果にも示されており，現在あるハンノキ，Pi11I1S，シラカンバなど

の花粉とともに，ブナ，イヌブ

ナの?と粉が;検出されることによ

っても，かつてそれらの種が混

原の周辺に生育していたことが

推測される。

菅平全体をおおう土演は，根

子!IT，1m 1)可1-'-1の噴火の|擦の火山

灰土壌で‘あるが，融雪11寺の流れ

や湧泉に沿ってそれが湿原内に

流れ込む。かくして土援ti主演が

進んだ東南端から森林化が進

み， zliiU京の周辺部および東南半

分はハンノキ林が成立し， J上二流

j或の仁中i

ニナノルレコスゲの}存草宇草L)原京となつてい

る (οi玄藷13)。
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Abb. 2 Klima des Sllgadaria-Gebirges 

S D4ど S D44 

Abb. 3 Urlundschaft des Sugaてlaira-Moores(ca. 1300111 u.M.)， ausgesehen 

auS einem Bestancl vom J unco-Caricetum (SD34) 
SD40 ist ein Bestancl V0111 Cirsio-Alnetu111. 

SD42 ist ein Bestancl der Carex rhynchophysa-Gesellschaft. 

SD44 ist ein Bestand der Alnus japonica-Pioniergesellscha[t. 
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11 外業の経過と方法

経過 1968年j支の制査は 21豆i実施した0211原を横切る道により， IV，tJ:Jf日成を 4{Itl~のプロック

にわけ調査を進めた〈純生図参照〉。

第 1iTIJ (9)~ 61]~81::]) 浅野--~5，伊藤静夫沢IljtJ.親， 111J7J\ 支~美， jJJ':jJ;~iパ誠，土 111

)j券義， 寺島虎男， 中山夜1]， 林プミ， 王子林i主!男， 1公111行Htの11;{;が参加iし，大il可)11の中下部

( iil~[~I.:_1翠①~④〉を調査した。

第 2oJ (9)~ 22'"'--'23 El )浅野，伊藤，こし.111，林の 4名が参加し， )寸NJ)II上m;(1u!{~tlヌi①)

を合め，補充調査をおこなった。

調査方法 Z -:M学派の方法により，全jEj群落的観点から尖施した。測定li~はできるだけ

地生の均質部分を選び，各1¥白書がよく分化したJ9fを求めた。

iHiJ定区設定の際は植生均質部仁1=1央に標識をおき，不均質部分の除外につとめつつ，次第に

原点を遠ざかり，新しく種が加わらぬ所まで統けて，原点との距離をニド伐とする円をもって

調査面積とした。調査i面積は最小面積の 2倍を原則としたが，不可能/工IUj:でも故小i民約一ー

森林群落225，，/，低木1if滋 2511l，革本群落 1IIIは維持した。

各測定i玄の各階層毎に優 i五f:iILi主j高，草丈， )J旬高直径，他被ネをりI.lJíi し，そのI~: の桜山j ，

j山形， 傾斜方向， 傾斜 [:10]， 土11:，風当り， 1日:ヨi当り札， 二土1::.二壌j混;五出i詰:汁i11部沢1:主叩it1

した。 特tにこ必安安:と;認忍めたi時i侍寺は受光2空;E三j域或或此弘¥， 微気候， 土壌11~rmi を iiJ/ðff し， 1i]:木前夜をおこなっ

TこO

群落の階層は)}f~HlJIYJにお木，亜高木，低木，革本，終1Eli- の各j習に分けた。低木}:，汚，草木jg??

は場合によって第一，第二階層に分けた。 I活躍のおさはあらかじめj;n定せず，現地において

判定した。

各層の/1¥現種については， Braun-BlanquetDによる援 I~Î}主2の総合判定法と ïi判長;ーの ifl.i J定をお

こない，必要あれば活力度も判定した。

111 植物社会

現地調査で、得た70測定のうち19測定を混合または未発達のおそれあるものとして除き，残

る51測定を表 1，2にまとめた。

A 湿性林植物社会

要素と単位 混合する1i1ll生を含め当j也の湿性林植物社会には 146fillの維管束織物とコケ柏

物がみられた。測定面積100-4001llに対し24-79種を含む。

1 . ハJ¥.-ニレ群団: ヤチ夕、そ， ミヤマイボタなど11穫はよくまとまった組成群をなし， 21 

測定に及び，湿原周辺部の地表水がみられぬj也点に成立する。これはヤチダモ，カンボク，

キツリブネなどを含み，ケヤマウコギ，シキンカラマツなど 8程を地方的標徴混とするハノレ

ニレ群団と同定される。そのうち， ミヤマイボタはブナェササ・クラス襟徴程，ヤチ夕、、モ，

カンボク，ノリウツギ，ケヤマウコギ，キツリフネの 51重は隣:接のノハラアザミヱハンノキ

若手集にまたがる。

ハノレニレ群団基準生育地の尾瀬5)と比較すれば， 襟徴種ョブスマソウ， トチノキ，オゼザ

サ， シナノキラサワグノレミ， ウワパミソウ，キハ夕、を欠き，ハノレニレも亜~i;f集の識}]1] 11:が強
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く， フッキソウはfIJ!)lj:_在{くらいのf!lIi自立しヵイ認められなL、。引協らりのハンノキコヤチダモ，

オオパナノエンレイソウヱヤチダモ， ラショウモンカズラコヤチ夕、モの 3若手当ミは，イタヤカ

エデ， ツリパナ， ヒロハツリパナ， ミヤマザクラ， ツノレアジサイなどブザーヱササ・クラスj京

徴経を合み，ハノレニレ~irlJIに帰A~するといわれるが，これらの程vi 1~i~sP-湿原には全くでてこ

ない。

(1 ) サワフタギ=ハンノキ群集: サワフタギ，ハナヒョウタンポクなど 51廷で区分さ

れる16jJlIJ定は日nH京周辺部の二上壌の乾燥化とj肉1il1分解が進んだところにあり，尾瀬のハノレニレ

1洋立さと対応;するおlJ1.Uilである。 111ij者はクロピイタヤ， ミヤマトウパナ， クロウメモド‘キ，プJ

ンポク，マユミ (広務〉などを共有する。しかし，サワフタギ=ハンノキ若干集にはハノレニレ

群集のミヤマイラクサーなど14様徴:r:ifIを欠き，ラショウモンカス、ラコヤチダモ，オオバナノエ

ンレイソウ=ヤチダモ jíl~~洋集の標徴穏もない。かわってエゾサンザシ，ハナヒョウタンポク

など菅平に特殊分布の磁を合むj白-hIYJ際徴~m ，識別J~lftによって特徴づけられるので，新在I~集

と認めた。このjfはさは次の 2llE1il集， 1 変群集に-I~-{立区分される c

1 A) クロビイタヤ亜群集 (1玄14)ハノレニレ， クロビイタヤなど13Hiで識別され，群

集の主要汗I~で最も広く成立する。階層分化が若しく，構成1m も 50-79 と 12t訟であるつそれら

のうちノ夕、ケ，シュロソウ，ヤマト、リゼンマイなどはヌマガヤ群IjJでは←疋要な存在であるの

で，これらを合めて後述する程~i下により中古I~ F!木のjJa原植生を包括した i二級単位がまとめら

れる可能性がある。

このI1E1l~(:集はベユタコブシ， アオナシなど1:1二l性二|二壌の生育種を主とする 7{i[(により、キタコ

フーシ変群集が;識別される。 11よ1-- 流古I~ (ブロック①〉の fトUî:IJ~J也ぷ i、流言1; (同④〉の{lll~安土

壌にあり，出 I~U;本の安定Æt! と忠われる。

1B) サワフタギ亜群集:前IIE群集の ;li~)]1j積 1i(: を欠くお:1成1if (典型IU~lil :!，íミは紛わしい〉

では低)習 (~jíU京 liWJtz砲のオオブJ サスゲ， ミソソパ， ミズ，耐水'jg: 好(lI~tj:木本のハンノキ，プJ ラ

Abb. 4 Ein Bestand des Symploco-Alnetum aceretosum 

im Sllgaclaira-Moor (S060) 
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コギカエデなどの優，~i度、常在度が}持者ーよりよ百くなり、そのノ 1:子f環境，おu瓦椛jむはハンノキ

コヤチダモ {i下集と似ている。この~lf集は本 II訂作集とはオオプJ サスゲ，タニヘコ\オオミゾソ

バ，ヤマドリゼンマイ，ノリウツギを共有するが，一方エゾニワトコ，オヒョウ，サワグノレ

エゾイラクサ、 コンロンソウ、 ミズパショウなど東北 I~l 本の多雪地に分布の本拠をもっ

種群で識5J1jされ，イタヤカエデなどのブナェササ・クラス掠徴磁も合むのまた上位分類Al平に

おいてもかなり異質であるので， I司-純生Jiaf立とは;認、め:W(tい。

(2) レンゲツツジェハンノキ群集:ブロック②南側の小n，ii丈j也外絃部に成¥'rし， レン

ゲツツジ， コハリスゲでi玄分される。 前1洋集にj妥し，キタコブシ，ハノレニレ，ヤマトリカブ

ト，ノダケなどの越境擦徴税を部分的に合むが，ハナヒョウタンポク， クロビイタヤなど多

くの襟徴在識J]1j経を欠き切らかに対立する。しかし， ョ、ン f1~隔制限からまたがるアカノくブー

など 6 :f[[の存在は，いわゆる!法化が進んだとはいえ、まだ相、1~Jιiて水Grρ市:jく，季節、'i(!l.Jvこ冠

水もする環境にあると L、えよう。

(3) ノハラアザミ=ハンノキ群集(図 5): ハンノキ林中段も fl:\i'ill~で停滞水がある生有

地を占める。 ハンノ zキiヤユは j地也表i雨而H出i 冠オ水oこたいしてカか、/な工りの I雨晶耐j千討、J-Iぞ目性Tう生i七:があるため lllí~~I 

の所にも純林を7形i防ヲ}成戎する。 そこで、林j床1末ミJ椛!h持i時5引j成成求戎t符有訴{ノイ/バくラ， タニヘコ¥ ニッコウシダなどは， 隆

起したノ、ンノキの株元のような局所的にi;主煉化が進んだところにみられる。林冠はハンノキ，

カラコギカエデ¥ズミなどのシオジエニレ・オルドノレ標徴在林床はオオカサスゲ， ミソずソ

パなどのヨシ・オノレドノレ， 1i下 iヨO~禁徴:r:tnというように Y~)I'!1な生態1irがJt干じするところにこの 11下

集の特性がある。

北海道東北m~のナガパツメクサコハンノキ îi下集1)とは i?l}J告がJ ， JJてJ!R(j"jVこよく 1J，)，ている。し

かし，向m:tl~はナガパツメクサ，オオマノレノくノホロシ，コ二ゾハナシノブ，エゾメシ夕、\ ミズ

ノミショウ，ホザキシモツケ，エソ、、ニワトコ，エゾキヌタソウ，コ二、/ナミキ，ヤナギトラノオ，

ミズドクサ，チシマガリヤスなどを地方的標徴種とする群集で，春不ミズパシ :'1 ウで林床が

埋まる著しい景MU!守 4~f'lj::をもっといわれる。本群集は上記各種を欠き，オニシモツケ， ミズ

Abb. 5 Das Inner・eeines Cirsio-Alnetum-Bestandes 

im Sugadaira-Moor (SD4U) 
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オトギリ，チダケサシ，ヒメシタ¥ズミ，カラコギカエデが特徴的で，組成I!I守に7J1jなものと

認めたい。

水分条例二が緩和され，早天が続くと地面が現われるような生育地には，ヤチ夕、モ，カンボ

ク，ノリウツギ，ケヤマウコギ，キツリフネなどのハノレニレ群団標徴種が加わり，ヤチ夕、、モ

TIIT群集が成立する。

ハンノキなど10種とアカパナなど 7稔は上位植生単位で‘またがる。しかし後者はド方にお

いてノリレニレ群屈とは明瞭な境界をひく。チ夕、ケサ、ン， ヒメシロネの 2種はノ、ルニレ群j主に

またがり，区分をやや不明瞭にしているが，ノハラアザミヱハンノキ群集はハノレニレ群国に

対立する-lt下回(オオカサスゲ=二ハンノキ群回・仮称〉に属すると解され，両者が共通の上

級単位に統合されることは確かである。これは沼沢地湿性林のうち最も過湿な環境にある。

鮮国と群集との性格は一致す ~o

] シオジエニレ・オJL-ドJL-6):上述 2~洋国を統合するハンノキなど 10種は，ツリブネソ

ウのような例外もあるが，大部づ〉はハンノキェヤチダそ材ょ内にとどまる O ハノレニレ群団はシ

オジ=ニレ・オノレドルに帰し， シオジ z ニレ・オノレド‘ノレは i~~J盆の低平地lrllT:W J脅，谷間の扇状

地や河成段丘上の適il~U陰性地に成立する土地的極キI~林を包括し，ブナヱササ・クラス域に発

達する。しかし，多雪地帯ではオノレド、ルはハノレニレ群団の範凶を11:lないようになる。

オオカサスゲェハンノキ群回をこのオノレドノレに加えるには， オノレドルの性格をかなり改

変しなくてはならないが，現在は分布周辺にある推移初期の組成群と考えて帰属を決めてお

く。

その他の組成要素: 上記以外の 2 組成群のうち，オオカサスゲなど 5~重はキタコブシ変

群集において，多少の)Js~落はあるが，シオジ z ニレとヨシの丙オルドルを包括し，生態的に

も共通な'性格を示し，行動を共にする。しかも本地域のハンノキ=ヤチダモ林は種としての

ブナ， ミズナラなどのクラス標徴種を欠き， ブナ科，カエデ科，ササ類というクラスの特性

を示す分類~i:(:も多くを欠いて，かなり異質な性格を示す。一方低層湿原は後述するような特

性をもつが，オオカサスゲなどで統合されることは，両者が最上級単位でまとまる可能性が

あると思わnる。

ユモトマユミ，クロウメモドキなど 7~重はクロビイタヤ TIIT~r;(:集とレンゲツツジ=ハンノキ

群集とを統合する。この組成群ではヨシ湿原からまたがってくる種の脱落や比重の低下が著

しく，生態群としての結合も強し、。亜群回程度の価値あるものと思われるが，単位の決定を

Y?df呆する。

階層構造 ハンノキ t ヤチ〆モ林は 6階層の分化が認められる。つまり，高木(Ap)，並高

木 (As)，低木 (F)，第 1，第 2草木(狂1，H2)， コケ (M)の各j吾で，通常ApとAs，H1 

とH2との間には相互補足iめな発達が認められる。

サワフタギ=ハンノキ群集クロピイタヤ亜群集キタコブシ変群集 Apは常在連続，

おさ 15..........25m，被度80'"'--'90%，ハノレニレ，ヤチ夕、、モ，ハンノキが優占 As優占種クロピイ

タヤ， II~î:にユモトマユミ，サワフタギなどが占める。 Asは常在やや不連続， 8 '"'--'10m， 20'"'--' 

60%， ~誌に 80%，その際は Ap がハンノキ優占で林冠が疎開し，この階層の受光量がますo

Fは，常在連続， 2'"'--' 5 m， 60..........80%まれに15%，優占種サワフタギまれにノリウツギ，そ

の場合はコケ層が発達し，より浪z~~Jな環境にある。 Hl は，常在連続，オニシモツケ，イッ

ポンワラビ，サラシナショウマなと、が優ii有茎;半地中植物や大形のロゼット植物がよく茂
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Ahh. 6 Schelllatisches Profil fur Symploco-Alnet UIl1 ，tじet訓 ωlIIl1 (SD 1) 

A. Alnu見F1ponlca Py. Pyrus llssuriensis var. hondoensi詰 F. Fraxilllts 

mandshurica var. japoniωU. UIIl1uS daviclianιt var. japonica Aじrn.Acじl' rniyahじi

Mag. Magnolia 1ωbus var. borealis Ac. Acer ginnala M山. Malu品目ir;holclii

PI¥ Prnus grayana Hyd. Hydr日11ばeapaniclllata At. 1へじ日nthopanax divari仁川ttlS

Euo. Euonymus siebolclianus var. nikoensお Sy. Symplocos chinen同lS V~I!・

leLlcocarpa f. pilosa C. CiIl1icifllg孔 simplex Fi. Filipenclula kamtschatica 

L. Lonicera maackii T. Thaliclrum rochebrunianlllll Acon. Aconitulll deflexuIl1 

V. Viburnllm oplllus Var. calve:;cens ivf. ivIllhlenbergiaじU1'¥'1日ristatavar. nipponica 

Co. Cornopteris crenlllalo日 rrlllata C日. Carex incisa Vi. Viola keiskei f. okuboi 

Vig. Viola grypoceras Is. Anemone flaccida Sal. Salvia lutescens var 

Crenata Con. Convallaria majalis 

る。 O.7~ 1. 5111， 70~100% ， H 2は，常在連続， 5 ~50 C711， 30~100%，タチツボスミレ，

カワラスゲなどが俊占。 Mは優占種マルパササコごケ，昨:Ik常在，十 ~40%。

Ap優占lffiがハンノキであれば Asvこヤチダモ，ズミ， Fにカラコギカエデ， I-L!;lニヘコ¥

ニッコウシ夕、などのj!副生植物が優I:!:iする槌分がある (SD5， 56， 69)。これらでは;哉月iJ1':[[中

ケマノレパスミレ，シュロソウを欠き，キタコブシ，キオンなど、のmt落傾向が強い。地下水位

がi吉)l、過湿な環境にあるが，乾燥化が進めばヤチ夕、モ、ハノレニレが優占し，本変1;2(:集の安定

キI~ となるようである。

2. クロビイタヤ変群集 Ap の優占種はハンノキ，ヤチダモで、高さ 15~20C711 ， 90 %を

常に保つ。 Asv主ズミ{愛 1:5， 8 ~lOJn， 20~100%，欠くこともある。 F は30~70タふ 2~3 

m，カラコギカエデ， ミヤマイボタ，ノリウツギなどが優占。 Hlオオカサスゲ¥キツリフ

ネ， ミゾソパ， O. 6~ 1 Jn， 90~100%で常在連続。 HûO~30cm， 1O~90%，ツボスミレ，ヤ

ブムグラ， ミズ、などが優占， 1\1 との 1'1司に競合が認められる。 M十 ~70%，マノレパササぎケ，
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Abb. 7 Schematisches Profil [ur Symploco-Alnetum (SD12) 

A. Alnus japonica F. Fraxinus mandshurica var. j日ponica M. Malus sieboldii 

Ac. Acer ginnala L. Lonicera maackii V. Viburnum opulus var. calvescens 

Acm. Acer miyabei C. Cimicifuga simplex T. Thalictrum rochebrunianum 

Fi. Filipendula kamtschatica D. Dryopteris tokyoensis P. Polygonum thunbergii 

O. Osmunclastrum cinnamomeum Var. fokiense Cal. Calliergon cardifolium 

Ca. Carex rhynchophysa ¥V. ¥Vasser 

Amb! .>，sLe/{izt1n Iwchii が優 l~l する。

Apを欠くときはシオジ=ニレ・オノレド、ノレ襟徴経が)]見務するなどの変化がみられ， ズミ・

ブァーシスに近づく Asはズミ優!主1，階層が高まり，日2の被度90%，Mの発達が悪くなる

(SD24)。

3. サワフ夕ギ亜群集 Ar例〉刈tは土丸， ノハ、ンノキまたはヤチタダ〆、♂、モ優i占主， 1訪6'"'-'2お5m花L， 7叩0'"'-'9ωOタ%，慌

在連統，胸高直径 2お5'"'-'3お5Cl.叱f見九L九。 Asはノハ、ンノキまたはヤチダ〆、モ， 8 ~12 17L， 10'"'-'60 %，常在，

)J(6lJj¥Wj直径1O'"'-'15clllo Fは常在連続， 2 '"'-' 4 m) 20'"'-'80%，ノリウツギ，カンボク，カラコギ

カエデ。 I-Lは常在連続， 90'"'-'100%， O. 8-----l. 3m，オオカサスゲ，まれにミゾソバ。 日2は

常在やや不連続。 10-----20α'l， 20'"'-'60%0 ミズ， ツノレネコノメソウ，ヤプムグラなどが優占o

Mはマルパササゴケ，常在不連続，十-----20%。

4. レンゲツツジ=ハンノキ群集 ApはハンノキII寺にヤチダモ， 13-----25 m) 60'"'-'90%。

常在連続 Asは優占f1flヤチ夕、、モ，ハンノキ， 30-----90%， 8 '"'-'lOmo Apとの113Jに相互補足的

な関係が認められる。 Fは2.5-----5 1n， 40---...，80%。ヤチダモの幼樹やカラコギカエデ，日 1は

オオカサλ ゲu寺にツリフネソウやヤマド、リゼンマイが優占。常在連続， O. 7'"'-' 1. 3 1n) 80'"'-' 100 

%0 H2は10'"'-'20cm， 80'"'-'100%。上位階層の被j支が大きい場合は50%位に減る。コハリスゲ¥

ツボスミレ，タチツボスミレなどが優占。 Mはよく発達し20-----50%。常在，マルパササゴケ。
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Abb. 8 Schcm日tischcsProfil fur Rhododcnclro-Alnclul11 (SD 22) 

A. Alnlls japonic日 F. Fraxi川 smandshlll噌icavar. japoniじa へじ.Aじergillnala 

M. Malus sicboldii V. VibuI宇numopulus var. calvesccns 

iミ.Rhododcndron japoniclll11 PI・. Prllnus grayan乱 Ca.Carex rhynchophysa 

La. Lastrea nipponica U詰. USl11unc.la刈rllmじinnall10mellmvar. fokien日仁

H. Hosta albo-marginal:l Th. Thaliclrtll11 rochebrllni:ll1ulll Cal. Calliergonじarc!ir()1illll1 

15 

10 

Abb. 9 Schematisches Pr・ofilfur Cirsio-Alnetum f raxinetosum (SD67) 

A. Alnus ]aponica F. Fraxinus manc.lschurica var. japonica 

U. Ulmus davidiana var. japonica Ac. Acer ginnala At. Acanthopanax divaricatus 

M. Malus sieboldii V. ViburnUIll opulus var. calvescens H. Hydrangea paniculala 

Ca. Carex rhynchophysa La. Lastr匂 1 nipponca C. Cimicifuga simplex 

P. Polygonum thunbergii 1m. Impatiens textori Cal. Callier・区oncardifolium 
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5. ノハラアザミ=ハンノキ群集ヤチダモ亜群集: Apはハンノキ‘常在連続， 10'--"""12 rn ， 

70~90% 、 Asはハンノキフ 5 ~10%で 8 mラ不連続n寺に欠く。 Fはカラコギカエデ、 3'--"""4

m， 20~30 %まれに70%0 在不連続， i識別荘(の大半はこの階層にある。日 1はヲオオカサ

スゲ統0.8，--.....， 1 1lLラ100%0I時にミゾソパ〈オオミゾソパを含む〉が援占。 H2はミ

ズまたはコハリスゲ、 l~(::l犬またはまばらち 20~30% 、 10~30%0 1\11は常在不連続、十 ~15% ち

マノレパササコケが優

6 ノハラアザミ亜群集 Ap は 1O~20m 、 90%， ハンノキのみで占めるが何jに階)習を

欠く (SD54)，Asは10""-'90%， 6 rn，ハンノキ。 この階層を欠く場合 (SD40) もあり? 阿

j習の発達は相互補足的である。 Fは1.5~ 3 rn， 1O~20%，在不連続、 lìú 木的に存在。I-l 1

は常在連続，70'--"""100%。オオカサスゲi援 H2はミズ\ 20~30C7Tl， 20""-'50%‘訴状，ハン

ノキの根元の椛 tった:ト.壌にも多い。1¥11は微弱 1%t).、ト。
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Abb. 10 Schell1atisches Pt・ofil[ur Cirsio-Alnetull1 (5D40) 

A. Alnus japonica Ac. Acer ginnala Ro. Rosa l11ultiflora M. Mallls siebolclii 

Ca. Carex rhynchophysa D. Dryoptεris tokyoensis La. Lastr・ea nipponica 

C. Cimicifuga simplex Fi. Filipenclllla kamtschatica L. Lastrea thelypteris 

Pi. Pilea ham<loi Ep. Epiloj万11111 pyrricholophum 

ズミ，ファシース Malussieboldii-Fazies (表 3)

サワブタギ=ハンノキ 1j:(:t1さのまわりにはズしカラコギカエデによる開放林冠で 3階層構

造の植分がある。クロピイタヤラサワブタギなど 55態は群集傑徴種、 ミヤマイボタ?カンボ

クなど 4滋はハノレニレ;/i:'(:[ヨi襟徴種、 IjJ:Jらかにサワブタギコハンノキ群集に帰するがうここ独

1':1のi識別相iとして?ヘビイチゴラノガリヤスラヤマカモジグサ、コウヤワラビなどをもっ。

それらは総数30種以下の生育地では脱落の傾向がつよい。ズしプJラコギカエデなどの陽性

落葉小高木と有茎半地仁ド植物ラ束状地物? ロゼット捕物との並立共同体として把t屋されるプ
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ァーシスである。

B. ヨシ z オオ力サスゲ湿原植物社会

要素と単位 混合する植生を含め，菅平低層湿原には731mの*it管京植物，コケ純物が生育し

ているが，表 2には46種をのせ，共存関係の緊密な 4組成要素にわけ， 2l?'JlIJ定で 2組成{l手を

認めた。そのうち、オオカサスゲなど 5穏による組成要素は温性林の全組成若手にまたがり 3

手11成的に結合が強j孟iで，生態群としても行動を共にするから，切らかにクラスなとの上級fii.

{立として認められうる可能性を有する。今までこのような事例の報告がなく検討できなL、が、

今後の研究で明白になれば，冷rlill.;1l子気候下の湿原という土地的1111生系列の最上級単位を，気

候1:1守系列のブナ=ササ・クラスから独立させ，新クラス(ハンノキ・クラス， 11支称〉を設定

できょう。

11 ヨシ・オルド)["，群包: アカノくブーなど 10種の組成1許可主結合が強く 30iJlIJj立を合む。 (l;~'

11寺流水， f亭;7HbJえがあるか， 13年水n寺融雪Il寺冠水する湿原中央官sに広く成立する。襟徴絡はアゾJ

パナ， ヒメシダ，チ夕、‘ケサシのほかはm~落しつつもすべて隣接のノハラアザミ=ハンノキ群

集の林床を構成する。またヒメシ夕、など 4~mはハノレニレ幹回にまたがり本主1'1 成鮮の性{容を Zij

めてはいるが，アカパナ他 5~1fIは明確にハノレニレ群図と境界をひく O

低層湿原ヨシ=ご大71ヲスゲ1r~(:落からイワノガリヤス=ヨシ 1:字国.1)とサワギキゴウ=ヨシ・オ

ルドルq)の報告がある。それらはエソ、、キヌタソウ，エゾナミキ， ヤナギトラノオ， :-1-;ソハノ

ヨツノくムグラ， ミズ、ドク→ナ， ツノレスゲ，チシマガリヤス，-¥j-ワギキョウ， シロネ， ク-Ij-レタ

マ，ナガボノ、ンロワレモコウ，ヨシ，ニッコウシダ，イワノガリヤスヲ ヒメシ〆，オオカサ

スゲなどをJ知数種，識別種とする。その多くは北海道，本州北部に分布する稀である。この

うち昔と共通な種は少なく，ヨシ，オオカサスゲにも大きな質的変化がある。元米イワノ

ガリヤスヱヨ、ン1;手団の基準生育地は植物区系上のエゾ、i玄i)で， q3信iIEI">(7)の背平とは対応関

係が稀薄で、異質になることはいなめない。

鈴木町は尾瀬でヨシ，ゼンテイカ， ヒメシタ， スノレボ， カラマツソウ， オゼヌマアサーし

アオモリミズコ、ケなど30~:[~でヨシj洋落を Phragmitetum oseanun (仮称〉に区分しヌマガヤ

群聞に入れた。これも菅平との共通~:[lが 3 種，対応種が若干しかないばかりか，仁中i

代表槌物のヌマガヤ， ワタスゲ，ヤチヤナギ，ゼンテイカや高層湿原への進行をjE、わせるツ

ノレコケモモ，ホロムイスゲ，モウセンゴケをもち，忠良成I~I江生態的に!司ーと認められない。

故に既報の地生単位の性格を限定し，新たにブナェササ・クラス域内陸寡雨地帯のものとし

てヨシ1i!(:Ij]， ヨシ・オルドノレを設けたl、。これらはヨーロッパの Phr・agmitetalia，Phragmi-

tion1)と同位関係をもつものであろう O

(4) イ z オオ力サスゲ群集 (1玄]11) 6測定で後者と区別jされる。③ブロック大11可)11に

沿って広がり， J二流部はオオカサスゲ群落が周辺はハンノキ林が阻む。先駆的なハンノキ低

木林の侵入もある O 水深はほ .'>:'1Ocm ， 春季相はオオカサスゲがおおう O 夏季~tlは徴地形の差

でアザミ，アカパナが色どりをそえる植分もあるが，そこはオニナノレコスゲがオオカサスゲ

をしのぎ，土壌のi;毛イ七が;;:ffiんで、いる。

(5) イワノガ 1)ヤスコヨシ群集: ハンノキ林の1M]や扇状地前縁部に広がる。 適応力は

水分に大きいが遮光されると急速に減少する。

オオカサスゲ群落 Carex rhynchophysa Gesellschaft (表 4)

オオカサスゲを主に種数 3-10の単純群落が③ブロック内に広がる。階層分化のなt、11M分
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Abb. 11 Typisch仁‘rBestancl cles J ullco-Cariceturn 

irn Sugaclaira-iVIoor (S030) 

(SD4:3，47)と， 2)留品iむむのMf分とがある o H 

19W 

H2凶V~土上Mう分〉化す;れトれLば二コl ウ寸ヤy ワラヒビ、\3 ヒメシタダダ、などカが、優l占f主iο 20~~:30cm~';j ， 20~::30% 、 不連続。 水

rjー1 にある MJ':~)i は{民間湿原特有のシタミズゴ、ケが~J:.有する。 I::!三有地 iブすには h\I;;が縦横に走り滋水

で常It~j:MI接されて L 、る。 1[えも単純なお1成はオオカサスゲに活力度のw弘、三i土地中植物とロゼッ

ト純物とが結びつくだけである。地形的、二IJJMI'-)に環境が緩和されるとコウヤワラビ，アキ

ノウナギツカミ、ヤブムグラ‘ヒメシダなどが入り?しだいに群集の性格を形成する。ヨシ，

イワノガリヤスは存ヂEしたが，イは生育せず， 2 :n:r:集への推移を女[1る上で興味深い。

階層構造 41¥背 FJ脅(ヨシ〉、 HJ層(オオプ1サスゲなど)‘ H2J'iNi(ヒメシターなど)， 

M}~'ìl (マノレノミササコごケ〉の分化が認められる

1 . イ=オオカサスゲ群集: ヨシを欠くため 3層構造を示す。普通密生して 100%，稀

に80%， O. 7 ~ 1 rn、変緑1J'l:質業のスゲ型(オオカサスゲ，オニナルコスゲ)，水深が浅い凸

状地ではノハラアザミが多くなる。 H2は rft~・在連統制iに不連紋;， 0.2'"'-'0.4m ， 階層の発達は

I--Lと相互有¥iJ:l.I'¥';Jな傾向を示す。夏緑ロゼット葉のヒメシ夕、型。 111は常在不連続，ート'"'-'10%。

ノハラアザミなどがHJを占めるi;をか主化が進んだ所ーではこの階層が発達する。

2. イワノガリヤスエヨシ群集 Fは常在連続，優占;笹ヨシラ多くはコニゾアプラガヤを

伴う。1.5'"'-' 2 '"'-'(3)m，まばらで 10-----20%，普通密生して 70-----100%0 H:はスゲ型(オオカ

サスゥペオニナノレコスゲ〉イネ型(イワノガリヤス)，まJuこノハラアザ、ミ， ヒメシロネが援

l主i ラ在;自転~子 0.7~1~( 1. 4)rn ， ヒメジロネ型では低くなり H2との分化が不明瞭になる。

ほ~'100%U寺に70%CCo 日2は，常在やや不連続，0.2~0.4rn ， 1O~40~(80)%。エゾアブラ

ガヤ生育地鮮はこの1¥皆j容が発述。援12i種はヒメシダが一般的で(也にヒメシロネラ ミズヲヤブ

ムグラのIì与ーもある。 Mは常在徴~~j， H 1がアザミ型の場合は80%におよぶ。マノレパササゴケ、

ヒメミズコごケヲ シタミズゴウーをすぶる。
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A.bb. 12 Schematisches Profil fur Calama日rosti-Phragmitet llm (SD()4) 

Ph. Phragmites commllnis Cal. Calamagrostis 1日ngsdorf[ii Cv. Carex vesicaria 

Ca. Carex rhynchophysa C. Cirsillm tanokae La. Last 1・eat lJelypteris 

Ly. Lycopus maackianllぉ P.Polygonlll11 lhllnbergii G. GalillI1i niewenhi 

Pi Pilea hamaoi V. Vio!a verecllncla Calli. CalliergonじlrdifolillIl1

S. Sphagnum sllbobeSllm 

1v 生活形組成(表 5)

生活形スベクトノレにより種数，総合優占度から生活共同体としての群集を検討した。

(1) レンゲツツジ=ハンノキ群集 77穏中有茎三i土地中植物31種が最ifL落葉広葉低木が

つぐ。総合優占度では落葉広葉高木，束状植物，有茎三|土地中植物， ロゼット純物の生日共同

体で混合比 7:4 : 4 : 3，全体の87%を占める。

(2) サワフタギヱハンノキ訴集 98{霊中有茎半地中綿物37経，落葉広葉低木とロゼット

値物がつくー。総合優占j支で、は落葉広葉，'，"6木と有茎半地仁j二liul物との共同体で各30%を占め，落

葉広葉の第三の生態群がある。この性質はキタコブシ変1if集にも保持されるがお木・低木の

生態群の比重がますので，土壌が仁iコ性富栄養化し生産力が高まっていると忠われる。

(3) ノハラアザミごハンノキ群集 64種中有茎半地中植物30種。総合優占度でt主落葉広

葉高木，束状植物，有茎半地植物の生活共同体で 8:5:4の比で 8割を占める。この性質は

ヤチダモ斑群集でも保持されるが落葉広葉高木の比重がややまし一年生植物がへる傾向が

ある。

(4) イz オオカサスゲ群集 39種中有茎植物2H1fI。総合優占度で、は来状純物が有茎半j也

仁i吋遺物と 5:4で結合する O

(5) イワノガリヤス Z ヨシ群集: 束状槌物，有茎半地中植物，根茎地司吋誰物の共同体で、

ある。
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V 分類群組成(表的

:1;:'1千集程度の純物社会の特性は徴棋なと、極に基準をおいた単位づけでもよいが?上級単位

では穏数が級数的にふえ，もはや怨では 1~1:格の把提が困難である。そこでは科， Jlf!jなど上位

分9TIiUH:で組成を検討する必要がある。

まず総合優 r~iI支で、科組成を検討する。

(1 ) レンゲツツジ=ハンノキ群集: 全体の%をカヤツリグサ科，モクセイ科，カパノキ

科 で め そ の混合比は 2: 1 : 1 ，ついでオシダ科、ヤナギコごケ科が位詰:する。 上述の科は:{Il

落の各階層優 iさの分類Ællで、群集の特l~i:: を示す。

(2) サワブタギ=ハンノキ群集: ニレラハイノキラパラ，カエデ各科の落葉広薬品j生態

併とトLを形成するタデフキンポウゲフ ユキノシタラ シソ各科の有茎半地仁i二i)植物生態1ilの比

重がまし、コケ、シダ純物はへる。前群集よりま(みはへるがカヤツリグサ科，カパノキ手L

モクセイ科の優位は(呆たれ，カエデ科，タデ手ol'，キンポウゲ科ラバラf4を含めた結合が特徴

であって、この傾向は下位単位で一層強まる。キタコブシ変群集で、はカエデ、ニレ‘オシ夕、、ラ

モクセイ‘ノミラ?カパノキ、キンポウゲヲユキノシタ各科の結合に特徴がある。スミレ科¥

アカネ科，ナデシコ宇!なども比重;がますがカヤツリグサ科はもはや重要ではなL、。

(3) ノハラアザミヱハンノキ:nr集 : カバノキ科ラカヤツリグ、サ科，タデ科，オシ夕、、科 6

522の混合比で全体の%，他にイラクサ科が重要となるが1m述のハノレニレ群団の 2

n.f 集の*'j: 'l~l: を jJ~す』各科の(fHi(rMは全般に低下する。この性質は下位単位でも維持されている。

('1 ) イ=オオプjサスゲi洋集: プJヤツリクサ科?オシ夕、科ヲシソ手!の結合が強い。キク科，

ププJバナ利¥ユキノシタ科，イグサ;ド1，も重要である。

(3) イワノガリヤスヱヨシ~ll集: イネ科とカヤツリグサ科が強く ~~j~iびあい全体の%を占

める。 'Iiなおよりコケ植物はますが，シダ1植物，キク 3 イグサラシソ，アカパナ p ユキノシタ

各科がへることは滋Uf(2 :iil集が相続的に似ている場合でもラ分類鮮組成がかなり j異質である

ことを物っている。

Jdü~lí皆では Acer ， AIJluふ Calli引 -goJlぅ Cαre，ピラ FraxiJlllSラHydrαngeaラlmtαLleJlsラLas-

Lr印、 /1I!allls， Viol aがハ/レニレ:W(:lヨi内 2~洋集に共通?レンゲツツジコハンノキ;昨集に Osmun

daslnw人サワプタギ=ハンノキj洋集に Cimicifllga，Pol Y2JmuiIl， Synl戸locos，ThaliclruiIl， 

Uln'lllと ノハラアザミ:ハンノキj洋集に Acer，AlilllS、Carex，Lαsl rea， Pol y gOJlUJilなどが

氾裂である。 また Cαωrω ，Cοlυ:r¥‘幻tμlJii，Lノαsl山tれrω、Foly‘2gοJll{lI'lはヨシj詳:洋手泣図Ir内巧 21群洋集に共通司 イ=

オオブJサスゲ昨集に〆lSlilbe，EjJilobiwll，イワノガ、リヤス=ヨシ府集では CalaJnagroslis，

P!z raglllitesが霊安である。

Vl 群集の類似度

;1拙i地t櫨む物には!特!持4守:ヌ定i主:の;1鮮{昨洋2務在tにこ己:J主七:

もそ;れれは経の本f質::lI'的'1句i内守引)属罫罰剥¥1性:生七というよりは〉方法論上の質・量的なものであろう O ある群集の椋

徴滋が本来の生菅地から離れた分布芦j辺j或で出現頻度が低下ーした故に鮮集内のfmi値を減じる

こともありうるしヲ逆に高い出現率をもっていても， )五布税ーであるため特定の組成群の識5J1j

性が乏しく単位決定の役割をになわぬものもある。そこで、組成群の比i絞に全額数で匁行以度を

はかるのが有効と考え、 Jaccarcl3)の共通係数を算出したところ次の結果を得た。
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1 ， 1tf ~~ i{1 ]7:の共通{吋 (比較しようとした両区に現われた全施数で I:DI6~)
η;λ ¥共有の事n数を除したiil'(， 1'1"分率で表わされる j 

SA  じA JC CP  

1< A 
70 : 102 32 : 88 2~) : 87 29 : 91 

ω%  59% ~33% 32% 

SA  ¥ ¥ 57 : 105 :31 : 108 311% 08 
54% 29% 29 

じA ¥ 
:32 : 69 :¥1 : 72 

46% 4J% 

J C ¥ 
:l5 : 4() 

7ii% 

RA  1<' hodoc¥endro-AlneLlll11 

SA  SYl11ploco-Alnet1ll11 

CA  Cirsio-Alnel11l11 

T C J unco-C日rIcelUI11

CP  Cahl11agrosI i-Phragmitεt um 

つ 昨日!キErn:の共通係数

Carici一 lJi111i1g131113 1日1011
Alnion I1IPIコonlじi

Ulmion 
62 : 106 .11 : 109 

59% 38% 

Carici一
¥ :36 : 74 

Alnioll 49% 

この結果からWz: iill~両極の地に成立するハノレニレj!?引歪!とヨシ群|主は共通性が乏しく， illj~-]生林

の各1j~はさは低層湿原の 211手集と 5j己資ーであることがわかる。ノハラアずミコハンノキ~lf集 vl ïJ!j・

2者の仁{コ間にあるが，ハノレニレ群団との共通性が大きい。し、わゆる!注化がかなり進んではし、

るが，なお湿原構成種の生存をも許し得る環境にあるといえよう。

共通係数をサワフタギコハンノキ群集基準で、大きさ)1原に並べると， レンゲツツジェハンノ

群集，ノハラアザミ=ハンノキ群集，湿原 21n:~~ となる。キタコブシ変群集基準とすれば係

数の勾iJ~Gは一層強まる。したがって向変群集が一方の極にある森林幹落といえる。ヨシ~ifl到

の 2~:~(:集相互は高い共通性を 7f'し，湿性林には同一行動をとるが，ただノハラアザミエハン

ノキ群集に対してはイ=オオカサスゲ群集の方が共通性が高い。これらの事実は各1l~(:~~ のï1M

速を 9;11 り，環境の差違と iTl~[生の成 l;sj，推移とのかかわりあいを知る上で、有力な手がかりとな

る。

V11 推移関係

冷温子i1;気候下の湿原植物社会は山地帯のブナ群i主のように気候的極慌~:I~l と永久植物社会と

の区別が明瞭ではなく，一般に土地的極!産相として成立存続する。これは一般気候に加えて

種々の土壌的な要因が物理的，化学的に影響するためで、ある。故に微地形，徴気候の主主:によ

り植物社会の発達に段階と型が識別される O

湿原中央で、流水の水深が深い所にあるオオカサスゲ群落が本湿原の先駆植生で，環境要因

の変化や人為撹乱の程度に応じて低層湿原と湿性林に分化してL、く。
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森林化系列はこの税務に白状ラ半島状に侵入するハンノキ低木林からはじまる。その初期

様相は 4層構造をもち，ハンノキの密度は 2n{中20株， )J旬 ì~{j直径1.ひ-4.0cm ， 9 i!j: Ij ~Jgが ~3 CJll 

未満で，年1!命では 6年経過の{自体が多い。

ハンノキ，オオカサスゲ?ヒメシダの結びつきはノハラアザミ:ハンノキ群集への方向を

示唆する。本質的に陽性草木のオオカサスゲは過密なハンノキの林冠に遮光されて生活が衰

えて量的にTiij若手務より減る。

ハンノキ低木林は土壌の乾化と相互依存的に成長発注するが、主として光に対する個体問

競争が激化して淘汰が行なわれ株lIef]が広がる。開放されたハンノキ型林冠は下i}lql昔屑の受光

量をまし、林床の湿原構成種は活力度の復活や湿原からの新たな侵入で、林床をうずめタチア

ザミロハンノキ材集となっていく O 水分条件は湿原と大差がないため木々はIfIHìlll~'I~t:の大きい

カラコギカエデ，ズミなどが生育するのみである。しかし、これらは陽樹であるため林内で

は生活が維持しがたく As、FTifuJ習での発j主は;思い。

ヤチダモillil;:下集への途仁i吋~l として S058 があげられる。ここではAp賠ハンノキ55 ， F}習ズ

ミ22，ノイパラ十，ョ、ン十2， ミヤマイボタ十ラカンボク十， H :;;J-オミゾソバ55，オオカ

ーザスゲ44，ツリフネソウ 11，ニッコウシダ十，ヤマアワ十、イワノガリヤス十?プJラコギカ

エデ+、ヤマイヌワラビ十，ヤマドリゼンマイ十，ノイバラ十， H2)爵ミズ十? ヤブムグラ

十、アキノウナギツカミ+， ミゾソパ十， 1¥11層マノレパササゴケ十といったように F}習の発注

がよい。カンボク，ノイバラヲ ミヤマイボタなどは先駆的である O 推移の主動因子はこの段

階では恐らく光よりは土壌水分の多寡で、あろう。こうして自然終局群落のサワフタギ=ハン

ノキ昨集クロビイタヤItE?洋集キタコブシ変群集へ向って一次選移は1奨式区i矢印のような経過

をたどって進行するものと考えられる。

c:乱川l口1

i 、:
.Tunco-Caricetum 

i 〆
Alnus japonica Pioniergesellschaft 

Cirsio-Alnetum 

fraxinetosum一一一一一一一一一i

i ↓ 
Rhocloclencl ro-Al netum-一一"Symploco-Alnetum

R hoc¥oc¥enclro-Betuletumつ

まとめ

symplocoetosum 
↓ 

aceretosum 
Acer miyabei-Var 

i 
Magnolia kobus 

Velf. borea1is-Var. 

長野県織物研究会では 1968，69同年度の行事として菅平湿原植生をとりあけごヲ初年度は 9

)~に二度にわたり， 70測定区を設けて織物社会学の観点から調査をおこなった。

菅平は仁!こ1古1)山岳の内陸部にあるとはいえ?なお日本海気候の影響をつよくうけヲブロラ地

理的にも特色のある地域で， ?援原挺(!J:.Vこも特色があることが明らかになった。それら各群落

の純生単位の階級づ、けをおこない 3 生育地の環境?推移系列を含めて報じた。また現存在&l生
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I~I を作成し，クロビイタヤ，エゾサンザシなど、若干の分布上ln裂なfmについて!L1守地点をiヌ!

示した。純生の推移， ~I: 態安 Iz~1 ，特殊植物の分布などの詳細は次報で述べる。

rmu生林組物社会

ハンノ々・クラス(仮称)Alnet:ea japonicae (nom. prov.) 

シオジ=ニレ・オノレドノレ Fr礼子cino-Ulmetalia

ハルニレj洋I:iIUlmion davidianae 

サワフタギ=ハンノキ~ir当ミ Symlコloco-Alnetum ， nov 

クロピイタヤIm1i下集 aceretosum，nov. 

キタコブシ変群集 Ma乞noliakobus var. borealis-Var 

クロビイタヤ変昨集 Acermiyabei-Var 

サワフタギllE1洋集 symplocoetosum，∞V.

レンゲツツジコハンノキj洋atRhododendro-Alnetum、nov

オオカサスゲヱハンノキ若手間 Carici-Alnion，nov. 

ノハラアザミハンノキ若手当 Cirsio-Alnetum、nov

2. {1\}在日m~J京

ヨシ・オノレドノレ Phragmitetalianipponic<le， no¥'. 

ヨシ ~i下回 Phragmition nippomcl， nov 

イ=オオカサスゲ1洋集 Junco-Caricetum，nov. 

イワノガリヤスヱヨシ若手集 Calamagrost:i-Phragmitetum， nO¥' 

オオカサスゲ1;下落 C礼1・exrhynchophysa Gesellschaft 

文献

1) Braun-Bl日間uet，J. (1951) Pfb川 e出 oziologie.2 .AuII. 

2) 羽I! IEー (1948)生態学研究 11: 22""'2G 

3) .Ta礼CωCωa山l

4) 宮i脇g協i品bが加11昭l沼z稲詞編11泣 (ο1967η)J原京色現代本宇科科4十j.学大Z事j拝Zリ叩H炉典i民 :3う

5) 鈴木1I寺夫 (1 954) 尾瀬ヶ j京 205~269

6) (1967)森林立地 8: 1~12 

7) ¥11111な敬(1959) l~l 然、科学と i明治íYú 26 : 1~19 

8) 吉野正敏 (1957)京教大地flJlIVfiVF宇佐 1: 159~188 

Zusammenfassung 

1m September 1968 haben clie Autoren pflanzensoziologische Untersuchungen im 

Sugadaira-l¥100r (ca. 1300m註. M.) am Fuss des Bergs Nekoclake-Vulkans， Nordost-

Nagano Prafektur， Zentral-japan， durchgefuhrt. 

Das Sugaclaira-Moor liegt， auf cler japanischen Meer-Seite der Hauptinsel Japans 

(Honsyu)， wo clas Klima clurch clem Wintermonsun sehr schneereich ist. Die Lokalitat 

ist floristisch uncl chorologisch sehr interessant， weil solche raren Arten wie Aceγ 

miyabei， A. mz'yabei var. shibatae， Thalictrum rochebrμnial1um， Rosa marretii¥Cγα-

Laegus chlorosarca， TriostemJ1 sinllαtum， LOJ1icerαmaαckii， L. υidalii， Veγonica onoei， 
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Pyrus hOJldoensis， u. il. dort wachsen. 

1n dem Untersuchungsgebiet， haben wu 70 pflanzensoziologische Aufnahmen im 

Bestanden von Fraxi71山 111.αndshuricαvar.jatonica-Alnus jαtonica Walder und Phrap;-

11lites com1Jnmis-Carex -rhyncho戸hysαSumpfebearbeitet. Sie werden in fo1genden 

Vegetationseinheiten untergeteilt， doch die Klasse noch nicht formal bestimmt sind 

(nom. prov.) 

1. Frax:ino-Ulmetalia Suz.-Tok. (1967) 

1. Ulmion davidianae Suz.-Tok. (1954) 

1) Rhododendro-Alnetum Asano， S. Ito， K. Nakayama et Hirabayashi， aS5. nov. 

2) Symploco-A1netum Asano， S. 1to， K. Nakayama et Hirabayashi， ass. nov. 

A) aceretosum Asano， S. 1to， K. Nakayama et Hirabayashi， subass. nov. 

a) Magnolia kobus var. borea1is-Variante. 

b) Acer miyabei-Variante. 

B) symp1ocoetosum Asano， S. 1to， K. Nakayama et Hirabayashi， subass. nov. 

2. Carici-A1nion Asano， S. lto， K. Nakayama et Hirabayashi， al1. nov. 

3) Cirsio-Alnetum Asano， S. 1to， K. Nakayama et Hirabayashi， ass. nov. 

A) fraxinetosum Asano， S. 1to， K. Nakayama et Hirabayashi， subass. nO¥l. 

1ヨ) cirsietosum Asano， S. Ito， K. Nakayama et Hirabayashi， subass. nov 

II. Phragmiteta1ia nipponicae Asano， S. 1to， K. Nakayama et Hirabayashi， ord. nov. 

3. Phragmition nipponici Asano， S. 1to， K. Nakayama et Hirabayashi， al1. nov. 

4) Junco-Caricetum Asano， S. 1to， K. Nakayama et Hirabayashi， ass. nov. 

5) Ca1amagrosti-Phragmitetum Asano， S. 1to， K. Nakayama et Hirabayasbi， ass. nov. 

Theoretisch existieren die Hyg10serie vom Cαrex rhynchoρhysα-Gesellschaft， durch 

das J unco-Caricetum ocler AlJ7uS jαρonicα-Pioniergesellschaft， clas Cirsio-A1netum， das 

Rhododendro-Alnetum zum Symploco-Alnetum， aber wirklich bleiben sie alle diese 

als Dauergesellschaften. 

(長野県純物研究会 BotanischeGesellschaft von Nagano) 



附 図 菅平湿原の現存植生図

Reale vorhandene Vegetation skarte des Sugadaira Moores 
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Pflanzensoziologische Tabelle von drei Assoziationen des Alnus japonica-Waldes und zwei Assozia Tabelle 2. 

9 10 11 12 13 14 1~ 8 7 6 
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;) 4 3 2 

門
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」
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口
む
(
方
、
叫

M
W
C
コ戸一
υ下
方
的

7 24 28 6C 8 6 70 l 3 つAufnahmenummer(SD) 16 19 18 21 22 

Artenzahl 
Pflanzenname 

59 41 50 42 46 59 70 70 60 79 57 61 54 57 4~ 

Kennarten fur die Rhododendro-Alnetum Asano， S. Ito， K. Nakayama et Hirabayashi， ass. nov. 

DNL Rhododendron japonicum Rengetutuzi 11 + + 22 22 

日C Carex hakonensis Koharisuge + 33 22 33 

Trennarten fur die Magnolia kobus var. borealis-Variante 

DML Magnolia kobus var. borealis Kita-kobusi 

DML Pyrus ussuriensis var. hondoensis Ao-nasi 

日SC Senecio nemorensis K iu71 

HSC Salvia lutescens var. crenata Kenatu71otamura5o 

HSC Veratrum maackii var. japonicul11 Syuroso 

HR Viola keiskei f. okuboi Kemarubωu71ure 

GR Convallaria majalis Suzuran 

Trennarten fur die aceretosum Asano， S. Ito， 1<. Nakayama et Hirabayashi. subass. nov. 

DML Ulmus davidiana var. japonica H arunire 33 44 22 +2 22 55 12 11 22 

DML Acer miyalコei(var. shibatae umfassen) K urobi的 lyど 2244 33 23 33 22吃+11 

DNL Berberis thunbergii 1¥1 egi + + 23 11 + 11 + 十 T

DNL Euonymus alatus f. ciliatodentalus Komayumi マ++ + 11 →十

DL Cynanchum caudatul11 IkP7na 十十+ +十

HSC Aconitum deflexum Yamatorikabuto +2 11 11 + 11 22 11吃+22 

HSC Angelica decursiva Nodαke →+  +2 十

HSC Sceptl・idiummultifidulll Yamahanawarabi + 十十 + +十+

HSC Smilax riparia Siode + + + 11 + + + 

HSC Clinopoc!ium sachalinense 八1iyama-tobanα +  11 11 + +2 2L 

HSC Cucubalus baccifer λTanban-hakobe 十 十 +

HSC Euphorbia adenochlora λTourusi + 11 11 + 11 + 

HSD Dioscorea nipponica Utiwadokoro + 11 +十十

Kennarten fur die Symploco-Alnetum Asano， S. Ito， K. Nakayama et Hirabayashi， ass. nov. 

DML Crataegus chlorosarca Ezo-sanzαsi +2 + + + 21 + 12 → 11 
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ssoziationen der Phragmites-Carex-Moorgesellschaft in Sugadaira， Nagano Prafektur， Zentral-japan. 
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Ta belle 3. Symploco-Alnetum :Malus siebolclii-Fazies 

Aufn九hmenummer(SD) 65 Li 15 17 
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Exposition S 70W S 60 E N60 E 

Neigung :3 2 
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Tabelle 4. Carex rhynchophysa Gesellschaft 
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Familienverteilung der Florengarnitur von den Assoziationen Tabelle 6 
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Assoziation 1. Rhocloclendro-Alnetum 2. Symploco-Alnetllm 2A. aceretosum Magnolia 

kobus var. borealis-Variante 3. Cirsio-Alnetum 3A. fraxinetosum 4. Junco-Caricetum 

5. Calamagrosti-Phragmitetum 

Az. =Artenzahl Amk.=Artmachtigkeit 
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Kennarten fur den Verband und die Ordnung 
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Kennarten fur den Verband und die Ordnung 

Alnus japonica 
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